
マグロ料理の祭典

2016
No.137８月号

　晴れ渡る空の下行われた「深浦マグロ料理
グランプリ2016」。
　小さな子どもも目いっぱい口を大きく開け
てマグロ料理をほおばりました。
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北
は
小
泊
（
中
泊
町
）
か
ら
南
は
大
間
越

ま
で
青
森
県
の
日
本
海
に
面
し
た
５
市
町
の

10
漁
協
が
手
を
取
り
合
い
、
漁
業
者
自
ら
の

手
で
浜
を
活
気
づ
け
よ
う
と
「
つ
が
る
日
本

海
お
魚
大
漁
ま
つ
り
」
が
７
月
９
日
に
深
浦

町
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
新
鮮
な
魚
介
類
を

買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
溢
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
会
場
と
な
っ
た
北
金
ヶ
沢
漁
港
荷

捌
所
に
は
、
日
本
海
沿
岸
で
漁
獲
さ
れ
る
メ

バ
ル
や
マ
ダ
イ
、
シ
ジ
ミ
な
ど
各
漁
協
か
ら

持
ち
寄
っ
た
魚
介
類
や
加
工
品
が
販
売
さ
れ

ま
し
た
。
ご
夫
婦
で
訪
れ
購
入
し
た
魚
介
類

を
炭
火
焼
で
楽
し
ん
で
い
た
宮
崎
篤
さ
ん

（
五
所
川
原
市
）
は
「
サ
ザ
エ
と
か
イ
カ
が

と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
食
べ
た
ら
鮮
魚
な

ど
買
っ
て
帰
り
ま
す
」
と
新
鮮
な
魚
介
の
品

揃
え
に
ご
満
悦
の
様
子
で
し
た
。

　　
漁
師
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
魚
の
つ
か

み
捕
り
や
い
け
す
釣
り
体
験
、
漁
船
ク
ル
ー

ズ
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
か
み
捕

り
の
い
け
す
に
は
１
ｍ
を
超
え
る
ヒ
ラ
マ
サ

が
泳
ぎ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
一
目
散

に
魚
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
漁
船
ク
ル
ー
ズ
体
験
で
は
、
北
金
ヶ
沢
漁

港
か
ら
千
畳
敷
を
目
指
し
30
分
ほ
ど
の
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
家
族
４
人
で

訪
れ
た
櫛
引
結
愛
さ
ん
（
五
所
川
原
市
）
は

「
波
で
船
が
揺
れ
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。
ト

ビ
ウ
オ
が
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
、
ま
た

乗
り
た
そ
う
に
お
母
さ
ん
を
見
つ
め
な
が
ら

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
銀
杏
保
育
園
園
児
に
よ

る
お
遊
戯
や
深
浦
マ
グ
ロ
ボ
ー
イ
ズ
＆
バ
ッ

ク
ダ
ン
サ
ー
ズ
の
ダ
ン
ス
な
ど
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
腕
っ
ぷ
し
自
慢
の
漁
師

た
ち
に
挑
む
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
行

わ
れ
、
一
般
参
加
者
が
漁
師
を
次
々
と
破
り

会
場
は
１
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
漁
師
の
の
ど
自
慢
大
会
や
漁
師
の

お
仕
事
Ｐ
Ｒ
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
な
ど

漁
業
者
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
約
５
，
５
０
０
人
も
の
来
場
者
が
あ
っ
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
実
行
委
員
会
会
長
の
福
田

博
明
新
深
浦
町
漁
協
参
事
は
「
予
想
以
上
の

人
出
に
驚
い
て
い
る
。
漁
業
者
の
団
結
も
強

ま
り
来
年
以
降
も
開
催
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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今年のグランプリは…

マグロ
　だまこ鍋

　

深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
（
マ
グ
ス
テ
丼
）
の
効
果

で
知
名
度
が
高
ま
っ
た
「
深
浦
マ
グ
ロ
」
の
更
な
る
知

名
度
向
上
と
町
活
性
化
を
図
り
、
新
し
い
料
理
開
発
に

つ
な
げ
よ
う
と
７
月
24
日
、
深
浦
マ
グ
ロ
料
理
推
進
協

議
会
（
西
﨑
朋
会
長
）
主
催
の
深
浦
マ
グ
ロ
料
理
グ
ラ

ン
プ
リ
２
０
１
６
が
、
役
場
駐
車
場
特
設
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
天
気
に
恵
ま
れ
太
陽
が
照
り
つ
け
る
な
か
、

約
２
，
５
０
０
人
も
の
お
客
さ
ん
が
こ
の
日
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
マ
グ
ロ
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
マ
グ
ス
テ
丼
を
提
供
す
る
５
店
舗
が
出
店
。

昨
年
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
「
マ
グ
手
巻
き
ロ
ー
ル
バ

ー
ガ
ー
」
や
ス
パ
ゲ
テ
ィ
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し
た
全
９

品
が
１
食
５
０
０
円
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
開

始
早
々
売
り
切
れ
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
今
年
か
ら
１

品
ご
と
の
食
数
を
増
や
し
販
売
し
ま
し
た
が
、
販
売
開

始
か
ら
１
時
間
半
程
度
で
売
り
切
れ
る
商
品
が
出
る
な

ど
会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

男
女
４
人
グ
ル
ー
プ
で
前
日
か
ら
深
浦
に
宿
泊
し
青

池
や
千
畳
敷
を
観
光
し
て
き
た
と
い
う
前
田
悠
香
さ
ん

（
青
森
市
）
は
「
お
気
に
入
り
は
ロ
ー
ル
バ
ー
ガ
ー
。

ソ
ー
ス
が
お
い
し
く
た
く
あ
ん
の
食
感
が
よ
く
て
食
べ

た
こ
と
な
い
感
じ
で
し
た
。
深
浦
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
い

い
い
と
こ
と
で
す
」
と
観
光
と
マ
グ
ロ
料
理
に
大
満
足

の
よ
う
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
踊
る
公
務
員
こ
と「
深

浦
マ
グ
ロ
ボ
ー
イ
ズ
＆
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
ズ（
Ｆ
Ｍ

Ｂ
）」が
登
場
。
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
で
は
、
４
月
か

ら
必
死
に
レ
ッ
ス
ン
を
重
ね
て
き
た
新
作
ダ
ン
ス
を
披

露
し
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

来
場
者
に
よ
る
食
味
審
査（
７
点
満
点
）の
投
票
集
計

の
結
果
、「
マ
グ
ロ
だ
ま
こ
鍋
」（
広
〆
）が
平
均
６
．０
０

０
０
点
を
獲
得
し
３
代
目
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

２
位
に
は
、５
．９
７
１
４
点
を
獲
得
し
た「
マ
グ
ロ
ダ

ブ
ル
バ
ー
ガ
ー
肉
汁
た
っ
ぷ
り
！
」（
不
老
ふ
死
温
泉
）。

３
位
の「
マ
グ
ロ
手
巻
き
ロ
ー
ル
バ
ー
ガ
ー
」（
レ
ス
ト

ラ
ン
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
）は
５
．８
４
４
４
点
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
来
年
度
の
開
催
に
意
欲
を
示
し
て

お
り
続
々
と
創
作
さ
れ
る
マ
グ
ロ
料
理
に
期
待
が
膨
ら

み
ま
す
。

▲マグロのダブルバーガー
　肉汁たっぷり！

◀マグロの
　素揚げチーズピザ

▲マグロジャンボ焼きとり

◀マグロの
　坦々麺ベリーＨＯＴ！

▲マグステおむすびと
　マグいがめんち

◀マグロあんかけ
　オム焼きそば

▲マグロ手巻き
　ロールバーガー

◀マグロのミートソース
　スパゲティ

▲マグロだまこ鍋

グランプリ
「マグロだまこ鍋」

準グランプリ
「マグロのダブルバーガー
　　　　　　　肉汁たっぷり！」

　第 ３ 位
「マグロ手巻きロールバーガー」

不老ふ
死温泉レスト

ラン

カミリ
ア

サンセ
ット

ハウス

広〆

レストラ
ン

アカショ
ウビン



深
浦
マ
リ
ン
キ
ッ
ズ

　
　
　
　
　
　
海
洋
自
然
学
校
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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
身

近
な
海
洋
自
然
に
触
れ
な
が
ら
水
産

業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
漁
業
の

魅
力
発
掘
と
、
様
々
な
体
験
メ
ニ
ュ

ー
を
通
じ
知
識
習
得
・
人
材
育
成
に

つ
な
げ
よ
う
と
開
催
し
て
い
る
深
浦

マ
リ
ン
キ
ッ
ズ
。
こ
の
活
動
の
メ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
「
海
洋
自
然
学
校
」
が
、

７
月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
行
わ

れ
、
17
名
の
子
ど
も
た
ち
が
岡
崎
海

岸
で
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
海
の

生
き
物
観
察
や
深
浦
漁
港
の
荷
さ
ば

き
施
設
見
学
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
人
気
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
ウ

ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
や
マ
ス
ク
、
フ
ィ
ン

を
装
着
し
い
ざ
潜
水
。
目
の
前
を
泳

ぐ
魚
を
見
た
り
、
岩
陰
に
隠
れ
た
サ

ザ
エ
や
ヒ
ト
デ
を
見
つ
け
た
り
と
海

と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
時
折
雨
が
降
る
中
で
の
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
体
験
と
な
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
「
海
水
が
冷
た
く
て

気
持
ち
よ
か
っ
た
」
「
楽
し
か
っ
た
。

も
っ
と
泳
ぎ
た
か
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

に
使
わ
れ
る
機
材
が
用
意
さ
れ
体
験

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
と
は
ま
た
違
っ
た
海
と
の
ふ
れ

あ
い
に
子
ど
も
た
ち
は
大
興
奮
で
し

た
。

　
深
浦
マ
リ
ン
キ
ッ
ズ
は
今
後
、
わ

か
め
の
沖
出
し
体
験
や
ハ
タ
ハ
タ
の

学
習
な
ど
活
動
を
続
け
、
子
ど
も
た

ち
の
更
な
る
知
識
向
上
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

深
浦
マ
リ
ン
キ
ッ
ズ

　
　
　
　
　
　
海
洋
自
然
学
校

　
７
月
30
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支

社
主
催
の
五
能
線
全
線
開
通
80
周
年

記
念
式
典
が
艫
作
地
区
に
あ
る
五
能

線
全
通
記
念
碑
前
で
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
Ｊ
Ｒ
や
関
係
者
34
人
が
節
目

の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
の

菊
地
正
支
社
長
は
「
五
能
線
は
日
本

一
の
ロ
ー
カ
ル
線
と
し
て
愛
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に
は
、

90
年
１
０
０
年
と
更
な
る
発
展
に
向

け
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
く
す
玉
割
り
の
後
、
参
加
者
全
員

が
近
く
の
踏
切
に
集
ま
り
、
こ
の
日

運
行
さ
れ
た
80
周
年
記
念
列
車
に
手

を
振
り
見
送
り
ま
し
た
。

　
70
周
年
の
際
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
発
掘
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
、
当
時
深
浦
小
学
校
４
年
生
で

埋
設
に
参
加
し
た
阿
部
華
子
さ
ん

（
広
戸
）
は
「
10
年
前
に
ど
ん
な
こ

と
を
書
い
て
い
た
の
か
が
気
に
な
り

読
む
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
今
回
発
掘
さ
れ
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
成
人
式
で
開
缶
さ

れ
本
人
た
ち
に
配
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
小
学

４
年
生
９
名
が
新
た
に
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
を
埋
設
し
、
10
年
後
発
掘
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
五
能
線
は
、
東
能
代
駅
（
秋
田
県

能
代
市
）と
川
部
駅
を
結
ぶ
１
４
７

・
２
㎞
に
渡
る
路
線
で
お
す
す
め
ロ

ー
カ
ル
列
車
ラ
ン
キ
ン
グ
（
楽
天
ト

ラ
ベ
ル
調
べ
）
で
日
本
一
に
輝
い
た

路
線
。
平
成
９
年
か
ら
観
光
列
車

「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」
が
運
行
を

開
始
し
、
海
岸
沿
い
を
走
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
車
窓
な
ど
が
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

あいさつするＪＲ東日本秋田支社
菊地正支社長

おめでとう !!

五能線全線開通80周年
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たけくま動物病院

9:00～12:00

3:00～6:00

午
前
午
後

○ ○

○ ○

たけくま動物病院

ITOKU
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

至
三
種
町

●
ローソン

●
ブックオフ

ITOKU
●

ホーマック
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

幸楽苑
●

幸楽苑
●

至秋田 至大館

四小入口

至
三
種
町

はま
寿司
●

すき家
●

●
ホテルミナミ

●
ホテルミナミ

●くすりの大越
●ちえ美容室

●
ローソン

●
ブックオフ

N

第
四
小
学
校

入院施設有

往 診 快 諾

■ペットホテル有
■避妊・去勢手術随時受付
■狂犬病・フィラリア・
　混合ワクチン予防実施
■各種検査、健康診断（血液・
　レントゲン・超音波・内視鏡・
　心電図等）

◎診療時間

秋田県能代市藤山114番地
TEL 0185－89－2666

月 火 水 木 金 土 日・祝日

http://www.takekuma-vet.com/

受
付
時
間
は
終
了
の

30
分
前
ま
で
で
す

○ ○ ○10:00
12:00
〜

3:00
5:00
〜

1:00
3:00
〜

10:00
12:00
〜

○ ○
3:00
5:00
〜

「思いやりの心」と「明るく誠実に接する」動物病院を目指しています。
狂犬病予防注射は病院で随時接種できます。

まちか
ど

笹もちを作る児童

　今年で10回目となる横浜市の聖ヨゼフ学園小学校６

年生による修学旅行プログラム自然体験学習が、６月

28日から７月１日にかけて行われました。

　一行は、十二湖散策やイトウのお世話、笹もち作り

など様々なプログラムに分かれて体験し、海と山が広

がる大自然を満喫しました。

　笹もち作りに挑戦した子どもたちは、初めて作る笹

もちに悪戦苦闘しながらも、地産地消の会のお母さん

方に助けられ、楽しそうに体験していました

　首都圏で暮らしている深浦町出身者が集い、親睦を

深める深浦会東京総会・交流会が、品川区総合区民会

館「きゅりあん」で行われ、約250人がふるさとの思

い出を語り合いました。

　交流会では、サザエやあんこうのとも和え、山菜や

刺身といった郷土料理がテーブルに並び、参加者はふ

るさとの味に舌鼓を打っていました。

　また、町からは踊る公務員「深浦マグロボーイズ＆

バックダンサーズ」が会場に駆けつけダンスを披露し、

会場は大いに盛り上がりました。郷土の料理に舌鼓

森のヨガで癒しを体感する参加者

　男女共同参画社会について理解を深めようと、西

北地域男女共同参画ネットワーク「参画まぐ・ねっ

と」（佐藤靖子会長）主催の学習会が、白神海彦山

彦館を主会場に開催されました。

　学習会には西北地域から約30名が参加し、森のヨ

ガや森林セラピーを体験して癒しのひと時を過ごし

ました。午後からは、青森県男女共同参画センター

の小山内世喜子館長をファシリテーターにワークシ

ョップを行い、男女共同参画社会の実現に向け参加

者は積極的に意見を交わしていました。

安全を願う参加者

　津軽地方最速の海開き安全祈願祭が円覚寺で行われ、

出席した関係者約20人が水難事故の防止と遊泳者の安

全を祈願しました。

　会場となった円覚寺は、古くから船人の信仰を集め

海上安全の祈願寺としてたくさんの船絵馬などが奉納

されています。

　町内には「日本の水浴場55選」に選ばれた千畳敷を

始め、白神山地を望む森山海岸など、多くの海岸が存

在。今年は千畳敷海岸と大間越海岸が最も水質がよい

とされるＡＡ判定となっています。

　木造高校深浦校舎と白神山地の生き物を観察する会

（浜田哲二代表）が、白神自然体験学習を行いました。

　生徒たちは、豪雨等によって引き起こされる土石流

は河原に放置されている流倒木が要因のひとつである

ことを学習。笹内川流域での流倒木回収作業に汗を流

しました。

　その後、岩崎斎場跡に移動し事前に加工していたウ

ッドチップを袋詰め。

　袋詰めしたチップは、この秋に十二湖森林セラピー

遊歩道に敷き詰めることとしています。河原に流れ着いた流木を回収する生徒

深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

７／
２

田舎暮らしを満喫

大盛況！深浦会東京

男女共同参画を学ぶ

流倒木をウッドチップへ

津軽最速の夏がきた！

７／
12

７／
７

７／
13
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町長表彰を受賞した沢辺第１納税貯蓄組合

　町納税貯蓄組合長会議及び納税貯蓄組合連合会（納貯連）総会
が、町民文化ホールで行われました。
　始めに、納期内完納継続の納税貯蓄組合長や５年以上勤務し退
職した組合長８名を表彰。続いて、七戸年一会長が「行政事務の
協力団体である認識をもって納期内完納を推進していきたい」と
あいさつし、今年度の事業計画などが承認されました。
　町の税徴収率は、県内上位。安定的な税収確保に向けて、納貯
連では税知識の普及、啓もう活動を展開することとしています。

お魚に手を伸ばす園児

　生きものの神秘さや不思議さに触れてほしいと、青い鳥保育園

で「海の生きものとのふれあい学習」が行われました。

　園内のホールには、近くの磯から採集したカニやヒトデ、アメ

フラシ、サザエといった30種類以上の生きものを用意。講師か

ら説明を受けた園児たちは、それぞれ興味のある海の生きものに

思い思いに触れたり、海藻を使ったしおりを作ったりとたくさん

のワクワク・ドキドキを体験しました。

カブトムシを放つ園児

　ウェスパ椿山のカブトムシ観察園で放虫式が行われ、今季の営
業を開始しました。
　放虫式に招かれた町内の保育園など園児50人は、１匹ずつ手
渡されたカブトムシに「元気に過ごしてね」と声をかけながら園
内に放虫しました。参加した園児の山根悠雅くんは「（カブトム
シは）全然怖くなかった。つかんで木に登らせるのが楽しかっ
た」と興味津々の様子でした。
　カブトムシ観察園は、昆虫館への入場料込みで高校生以上300
円、小中学生200円、幼児無料となっており、８月28日まで営
業しています。

剪定作業に汗を流す参加者

　「アジサイロード」の愛称で親しまれている西海岸広域農道で
西海岸地区環境公共推進協議会（小島幸治会長）主催のあじさい
植栽活動が行われました。
　気温30℃を超える暑さの中、地域住民など約30名が、青森県
環境公共コンシェルジュ・プロフェッショナルの指導を受けなが
ら、農道沿いに植えられているあじさいの古い枝の剪定や新しい
苗を植樹しました。
　キレイに咲きほこるあじさいをぜひご覧ください。

県営西海岸地区広域営農団農道整備事業について
　西海岸広域農道は、平成２年度に着工し、平成32年度の完成
を目指して事業を進めており、全体延長15.3㎞のうち現時点で
13.9㎞の整備が完了しました。今後は、トンネル工事や国道
101号線までの農道改良工事など関地区を中心に工事を行いま
す。工事の際、周辺を通行する皆様にはご不便をおかけするこ
ともありますが、ご理解ご協力をお願いします。
■問合せ先　西北地域県民局地域農林水産部　0173-35-2345
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爽やかな朝日を浴びて
ラジオ体操始めませんか

スタンプを貯めるといいことがあるかも

田中映子さん

納期内完納目指す

海の生き物とわくわく体験

カブトムシ観察園がオープン

７／
19

７／
20

西海岸広域農道の
アジサイロードで植栽活動

７／
29

７／
22

不要になった古いノートパソコン、無料で

引き取ります！！WindowsXP　以降なら

ＯＫ！！故障品は相談

パソコン修理・設定
その他パソコンに関することなら何でも

未来堂深浦町大字黒崎字小浜188
090-8462-0894（岩本）
FAX：0173-78-2053

出張基本料金
￥3,000
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『ふかうらのいいもの』に関するお問合せについては下記までご連絡ください。
深浦町特産品振興会事務局（観光課商工振興係）0173－74－4412

バーベキュー会場のテントをお借りして開催！
あおもり深浦牛ＢＢＱまつりはこのサイトでチェック
ウェスパ椿山ホームページ　http://www.wespa.jp/

特産品認定10周年記念

大試食フェア☆
　特産品認定制度が始まってから10年目をむかえる今
年、感謝の気持ちを込めて、大試食会を行います！ ほぼ
すべての特産品をお召し上がりいただけます。地元の
特産品約40種を「タダ」で試食できるこのチャンス。

テレビでも取り上げられている「ギバサ」、短命県返上の
切り札「ダシ」を使ったメニュー、小魚100％のチップス
や寿し漬・とも和えなどの40種を提供予定です。

工芸品の「木枕」「炭オブジェ」もお試しできるように考
えているよ。ということは、ごろ寝スペースができる??

海の幸山の幸いっぱいの特産品。
深浦牛でお腹を満たしつつ、気になる特産品をつまむ。
いつものバーベキューやイベントとは一味も二味も違
う！そんな１日になると思うな。

会場ではあおもり深浦牛バーベキューセットのほか、焼
きそば等のメニューも多数準備予定なんだって。
おなじみの屋台メニューと特産品がまさかのベストマ
ッチ！？

「この商品美味しい！買っていきたい！！」
目の前に物産館があるのですぐに購入できます。ちょっ
ぴりプレゼントも用意できたらいいなぁ。

・家族サービスに十二湖「青池」と組み合わせて深浦満喫♪
・遊びに行く前の腹ごしらえに♪
・「食欲の秋、美味しいものいっぱい食べた～い！」という方
・特産品パンフレットを見て気になっていた方♪

深浦ブランド特産品ってなにがあるんだっけ？
そんなときは「ふかうらいいもの」で検索
深浦町役場
　http://www.town.fukaura.lg.jp/ 

ぜひぜひお越しくださいませ。

お待ちしております！ 

☆特産品大試食フェアの詳細☆
対 象 者：老若男女全員
日　　時：平成28年９月10日㈯、11日㈰
　　　　　11：00～16：00
場　　所：ウェスパ椿山　物産館駐車場
料　　金：無料！特産品だけでなくあおもり深浦

牛を堪能したい方は前売がお得！
準 備 品：手ぶらでＯＫ
メニュー：つるつるわかめ、ふかうら人参ジュー

ス、雪にんじんポタージュ、もずく、
ドレッシング等々

※数量に限りがありますのでなくなり次第終了
となります。ご了承ください。

～ごみの量を減らそう・繰り返し使おう・資源として活かそう～
　３Ｒ（スリーアール）とは、ごみを減らすための環境行動目標を表すキーワードです。
　３つのＲは、発生抑制(Ｒeduce：リデュース　ごみの量を減らすこと)、再使用(Ｒeuse：リユース　もの
を繰り返し使うこと)、再生利用(Ｒecycle：リサイクル　再び資源として活かすこと)の英語の頭文字を取った
ものです。
　今月号では、先月号の発生抑制（リデュース：Ｒeduce)に引き続き、再使用（リユース：Ｒeuse）の取組
についてお知らせします。

■再使用（リユース：Ｒeuse）
　一度つくったものを何回も繰り返し使うなど、再利用する取組をリユース（Ｒeuse）といいます。具体的
には、「飲料びんなどを回収・洗浄し、再利用する（リターナブルびん）」、「イベントで、使い捨て容器で
はなくリユース食器を使う」など、再利用する取組のことをいいます。
　それでは、具体的に何をすればいいのか身近な例をご紹介したいと思います

 『～具体的な取組例～』
◆フリーマーケットやリサイクルショップを利用する。
◆一度買ったものは大切に使い、修理しながらできるだけ長く使う。
◆詰替式の商品を買ったり、使い捨て商品の使用を控える
◆一時的に必要なものについては、リース、レンタル方式などを利用する。
◆読み終わった本を古本屋に売る。

■深浦町内で行われている取組

Let’s 3R！Let’s 3R！Let’s 3R！No.2

　岩崎中学校（工藤勝昭校長）
では、年に２回、廃品回収を
行っています。岩崎地区を対
象に各家庭を中学生が訪問
し、雑誌や段ボールなどを回
収しています。
　また、同校では家庭から出
る廃品を随時受付けていま
す。この機会に持ち寄ってみ
てはいかがでしょうか。

◆岩崎中学校廃品回収
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　指の感覚と運動をつかさどる神経は、正中(せいちゅ
う)神経、尺骨(しゃっこつ)神経、橈骨(とうこつ)神経
の３本です。前回は手根管症候群(しゅこんかんしょう
こうぐん) (正中神経の麻痺)について述べました。今回
は尺骨神経の麻痺について説明します。
　何かの拍子に肘の内側をぶつけると、手の方にジー
ンと痛みを経験された方は多いと思います。ちょうど
このあたりで尺骨神経が麻痺することが多く、肘部管(
ちゅうぶかん)症候群と呼ばれます。
　肘部管症候群はいろいろな原因で起こりますが、最
も多いのが変形性肘関節症によるものです。変形性肘
関節症とは、重労働に長期間従事したり、野球を小さ
い頃から長くやっていたりして、肘に過度の負担がか
かった人に起こる疾患です。このような関節の病気が
あると尺骨神経が圧迫され、次第に神経が麻痺するよ
うになります。
　麻痺が起こると、手の小指側の感覚がなくなり、手
の小さい筋肉が麻痺するので、ハシを使ったりする細
かい動作がしにくくなります。麻痺が進行すると、手
の甲にある筋肉が萎縮し、骨が浮き出てみえます。薬
指と小指を完全に伸ばせなくなったり、親指に力が入
りにくくなります(図参照)。　
　自然に治ることは少なく、次第に進行するので手術
治療が基本となります。尺骨神経を剥離(はくり)し、前

方へ移動させ、神経への圧迫を取りのぞきます。筋肉
が萎縮すると治りにくいので早めの手術治療が肝心で
す。
　なお、手首レベルで起こる尺骨神経の麻痺がありま
す。尺骨管(しゃっこつかん)症候群と呼ばれ、肘部管症
候群より発生頻度は低く、症状は、尺骨管内の障害レ
ベルにより、感覚障害だけのもの、運動障害だけのも
の、両障害を呈するものなど、さまざまです。

図　肘部管症候群の特徴
①小指と薬指がしびれる
②小指と薬指が完全に伸びない
③小指と薬指の付け根が曲がらない
④親指の付け根が曲がらない
⑤手の筋肉がやせて骨が浮き出てくる
⑥小指球筋のふくらみが無くなる

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

手のしびれ（２）　肘部管症候群

山　内　　　誠　先生
山内クリニック・院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計

～　ペンキのお化粧屋　～

代表　藤田一哉
一級建築塗装技能士　　　　職業訓練指導員
一級鋼橋塗装技能士　　　　外壁アドバイザー 

お見積りの電話お気軽に‼
つがる市森田町森田月見野300－3　つきみの団地37
℡・fax 0173－26－4341  携帯 080－6001－1760

藤 一 美 装

　『フッ化物配合歯みがき剤の効果的な使い方』
　幼児のむし歯予防のために、フッ化物の配合された歯みがき剤の効果的な利用法を紹介
します。
　フッ化物配合歯みがき剤を使用することでむし歯予防効果は20～30パーセント位ある
と言われています。
①　まず保護者が歯みがき剤を使わず、ていねいに歯みがきをする。
②　０から２歳のぶくぶくうがいが上手にできない子は米粒大の量を、ぶくぶくうがいが
できるようになったらあずき粒大の量を歯ブラシに付けてみがいてあげましょう。
③　みがいた後はぶくぶくうがいが出来ない子はガーゼなどで口の中をふき取ります。
　ぶくぶくうがいができるようになったら、10～15ミリリットルの水で1回だけうがい
をしましょう。口の中により多くのフッ素が残り、むし歯の予防に効果的です。
　もちろん、その後の飲食はさけましょう。

熊谷　海音さん（広戸） 舘口　侑生くん（広戸） 福田　　藍さん（北金２区）
み おん ゆう き らん

鈴木励士朗くん（３区） 熊谷　結光さん（晴山） 三浦　慶也くん（風合瀬）
れい ろうじ きらゆ けい や

むし歯の
予防
豆知識

山﨑　　柚さん（北金１区） 山本　結陽さん（風合瀬） 坂崎ひおりさん（風合瀬）
ゆず びゆう
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お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

深
校
だ
よ
り

《７月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 4,167人
4,638人
8,805人
3,825世帯

（＋ 3）
（－ 7）
（－ 4）
（± 0）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.89㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大
　
沢
　
昭
　
三
（
88
歳
）
川
原
町

小
　
林
　
與
一
郎
（
103
歳
）
長
慶
平

出
　
﨑
　
ツ
　
ナ
（
84
歳
）
驫
　
　
木

高
　
谷
　
の
　
り
（
89
歳
）
岩
　
　
坂

川
　
村
　
悦
　
雄
（
64
歳
）
正
　
　
久

小
笠
原
　
ハ
ツ
ヱ
（
92
歳
）
岩
崎
上

（

）

笹　

森　

翔　

斗　

淳　

也　

沢　
　

辺

　
　
　
　
　
　
　
　

静　

香

と

し
ょ
う

店
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
「
イ

カ
ま
る
ご
と
焼
き
そ
ば
」
は
会
員

が
試
行
錯
誤
の
う
え
完
成
し
た
商

品
。
塩
味
の
焼
き
そ
ば
の
上
に
は

ま
る
ご
と
１
匹
の
イ
カ
が
乗
り
迫

力
満
点
で
す
。
も
ち
ろ
ん
味
も
文

句
な
し
！
一
緒
に
買
っ
た
焼
き
鳥

は
自
家
製
の
塩
だ
れ
が
か
か
り
ご

飯
に
も
合
い
ま
す
が
、
ビ
ー
ル
の

お
供
に
も
打
っ
て
つ
け
で
す
。

　
こ
れ
が
俺
の
た
ま
ラ
ン
チ
！

【
店
舗
情
報
】

深
浦
町
大
字
関
字
栃
沢
55̶

３

℡　
82̶

０
３
４
５

（
漁
師
の
お
や
つ
屋
さ
ん
）

定
休
日　
火
曜
日

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
編
集
部
が

い
つ
も
食
べ
て
い
る
好
き
な
ラ
ン

チ
を
た
だ
た
だ
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

FISHERMAN’S

　SHOP

お
魚
ど
っ
と
混
む

『
イ
カ
ま
る
ご
と
焼
き

　
そ
ば
＆
焼
き
鳥
』

￥
８
０
０

　
今
回
訪
れ
た
の
は
、
国
道
１
０

１
号
線
沿
い
の
大
き
な
イ
チ
ョ

ウ
が
目
印
の
駐
車
帯
に
あ
る

「FISH
E
R
M
A
N
’S 　

SH
O
P

お
魚
ど
っ
と
混
む
」
。

　
７
月
16
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば

か
り
の
こ
の
お
店
は
、
現
役
漁
師

が
立
ち
上
げ
た
団
体
「
竜
志
会
」

（
山
﨑
将
仁
会
長
）
が
経
営
し
て

お
り
、
朝
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮
魚
な

ど
が
店
頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
日
は
、
イ
カ
や
サ
ザ
エ
が
並
び
、

予
約
で
購
入
し
て
い
る
お
客
さ
ん

な
ど
が
い
ま
し
た
。

　
こ
の
お
店
で
は
、
軽
食
も
販
売

し
て
い
る
の
で
購
入
し
お
昼
休
み

に
職
場
で
食
べ
て
み
ま
し
た
。
お

広報広報ふかうらふかうら
編 集 部 の編 集 部 の
たまらないたまらない
ラ ン チラ ン チ

第14回

６
月
21
日
〜
７
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
鳥　

濵　

眞　

澄
（
横
浜
町
）

須　

藤　

美　

咲
（
岩
崎
下
）

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
遊
歩
道
整
備

　

７
月
12
日
、
遊
歩
道
整
備
の
た
め
の

流
倒
木
集
積
と
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
袋
詰

め
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
年
次
は
事
前
に
浜
田
哲
二
さ
ん
、

律
子
さ
ん
夫
妻
に
こ
の
活
動
を
理
解
し

た
う
え
で
取
り
組
め
る
よ
う
、
白
神
山

地
の
環
境
と
防
災
上
の
注
意
点
に
つ
い

て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
笹
内
川
へ
行
き
上
流
か
ら

流
れ
て
き
た
流
倒
木
を
集
め
る
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
昨
年
は
大
き
な
流
倒
木

な
ど
数
も
多
く
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
運
ん

で
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
積
雪
が
少
な

い
影
響
で
流
倒
木
が
少
な
い
と
浜
田
さ

ん
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
生
徒
も
自
然

の
摂
理
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
袋
詰
め

作
業
に
移
り
ま
し
た
。
今
年
用
意
さ
れ

た
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
は
昨
年
よ
り
何
倍
も

多
く
、
生
徒
一
丸
と
な
っ
て
作
業
を
し

ま
し
た
が
減
っ
た
実
感
を
得
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
量
で
し
た
。
汗
を
垂
ら
し
な
が

ら
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
袋
詰
め
し
、
４
０

０
袋
程
度
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
６
月
に
受
賞
し
た
「
日
本

水
大
賞
未
来
開
拓
賞
」
の
授
賞
式
を
現

地
で
行
い
、
全
員
で
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
今
回
袋

詰
め
し
た
ウ
ッ
ド
チ

ッ
プ
を
十
二
湖
地
内

に
敷
き
詰
め
る
作
業

を
行
う
予
定
で
す
。

進
路
講
話

　

７
月
５
日
、
本
校
卒
業
生
の
間
山
聖

也
さ
ん
（
Ｈ
26
卒
）
と
大
沢
小
波
さ
ん

（
Ｈ
27
卒
）
を
講
師
に
招
き
、
間
山
君
に

は
進
学
、
大
沢
さ
ん
に
は
就
職
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
講
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

間
山
さ
ん
は
大
学
で
地
域
活
性
化
の
た

め
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
様
々
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
る
話
な
ど
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ね
ぶ
た
柄
の
パ
ン
ツ
を
作

っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
考
え
を
出
し
た
が

上
手
く
い
か
な
か
っ
た
、
マ
イ
ル
ド
ヤ
ン

キ
ー
の
活
用
な
ど
は
ま
わ
り
の
反
応
が
割

と
良
か
っ
た
な
ど
、
大
学
で
の
取
組
を
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
時
代
よ
り
さ

ら
に
活
動
的
に
な
り
、
上
手
く
い
か
な
い

こ
と
も
あ
る
が
そ
の
失
敗
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

大
沢
さ
ん
は
今
年
の
３
月
に
卒
業
、
４

月
か
ら
黄
金
崎
不
老
ふ
死
温
泉
で
働
き
始

め
て
の
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
働

く
う
え
で
、
ど
ん
な
場
所
で
も
挨
拶
が
基

本
で
大
事
で
あ
り
、
接
客
業
と
い
う
こ
と

か
ら
笑
顔
も
大
切
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
ま
し
た
。
笑
顔
で
堂
々
と
話
を
し
な
い

と
お
客
様
を
不
安
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と

い
っ
た
失
敗
談
や
、
接
客
し
た
お
客
様
か

ら
良
い
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
も
ら
え
る
こ

と
が
あ
っ
た
な
ど
経
験
談
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
高
校
時
代
は
短
い
の
で
、
し
っ

か
り
勉
強
し
つ
つ
高

校
生
活
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
エ
ー
ル
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
は
身

近
な
先
輩
た
ち
の
話

を
参
考
に
し
、
自
分

の
進
路
決
定
に
生
か

し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

惜
し
かった
、深
浦・鰺
ヶ
沢
連
合
チ
ー
ム

　

７
月
10
日
、
は
る
か
夢
球
場
（
弘
前

市
）
で
、
甲
子
園
予
選
の
全
校
応
援
に
出

か
け
ま
し
た
。

　

野
球
部
の
部
員

数
が
足
り
ず
、
鰺

ヶ
沢
高
校
と
連
合

チ
ー
ム
で
の
出
場

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
休
日

は
鰺
ヶ
沢
高
校
に

行
き
、
一
緒
に
練
習
を
重
ね
て
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　
試
合
は
松
風
塾
高
校
と
の
対
戦
。
３

回
ま
で
両
チ
ー
ム
と
も
点
数
が
入
ら
ず
、

力
が
拮
抗
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
回
に

松
風
塾
高
校
に
先
制
点
を
取
ら
れ
て
し

ま
い
、
ヒ
ッ
ト
は
出
る
も
の
の
点
数
に

繋
が
ら
ず
や
き
も
き
す
る
状
態
が
続
き

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
か
、
い
や
試
合
は
ま
だ
だ
と
い
う
思

い
が
交
錯
す
る
中
、
８
回
に
相
手
の
ミ

ス
か
ら
同
点
に
追
い
つ
き
延
長
戦
に
突

入
し
ま
し
た
が
、
10
回
の
裏
に
１
点
を

取
ら
れ
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
試
合
に
負
け
ま
し
た
が
、
手
に
汗
握

る
試
合
を
見
せ
て
も
ら
い
、
多
く
の
生

徒
が
今
回
の
応
援
に
充
実
感
を
得
て
い

ま
し
た
。

　
弘
前
ま
で
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

町
民
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
深
校
野
球

部
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
８
・
９
月
の
行
事
予
定
】

８
月
22
日
㈪　
　

２
学
期
始
業
式　
　

８
月
29
日
㈪
〜
31
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
（
１
、
２
年
次
）

９
月
７
日
㈬　
　
１
年
次
保
育
体
験
学
習

　
　
13
日
㈫　
　
薬
物
乱
用
防
止
教
室

　
　
16
日
㈮　
　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
遊

　
　
　
　
　
　
　
歩
道
整
備
②
（
予
定
）

棒
鱈
を
叩
く
親
父
の
節
く
れ
手
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
野
　
力
　
丸

梅
雨
寒
に
節
の
疼
く
や
古
希
の
坂
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
豊

炎
天
に
口
紅
塗
り
て
息
を
吐
く
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
浦
　
恵
美
子

灼
熱
と
大
き
く
書
い
て
日
記
閉
じ
　
　
　
　
　
　
　
乳
　
井
　
光
　
昭

ふ
ん
は
り
と
笠
雲
灼
く
る
岩
木
山
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
本
　
り
　
き

足
元
に
影
縮
こ
ま
る
炎
天
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
め
い
　
　
　
百

炎
天
や
男
盛
り
の
過
ぎ
し
身
に
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
郷
太
郎

節
々
に
膏
薬
匂
う
田
草
取
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
正
一
郎

藁
打
つ
石
放
り
出
さ
れ
て
灼
け
て
を
り
　
　
　
　
　
石
　
田
　
か
つ
ら

炎
天
や
放
牛
の
群
れ
動
か
ざ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
吟
　
竜

　
７
月
は
深
浦
会
東
京
に
始
ま
り
、

週
末
は
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
１
か
月
で

し
た
。

　
今
回
初
め
て
開
催
さ
れ
た
お
魚
大

漁
ま
つ
り
は
深
浦
で
こ
ん
な
に
人
が

集
ま
る
の
を
見
た
こ
と
が
無
い
く
ら

い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

マ
グ
ロ
Ｇ
Ｐ
も
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
グ
ル
メ
を
食
べ
て
い
る
写
真
が

多
く
な
り
ま
す
。
個
人
的
に
小
さ
な

子
ど
も
や
家
族
連
れ
、
男
女
の
グ
ル

ー
プ
な
ど
を
中
心
に
撮
影
し
広
報
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
新

手
の
ナ
ン
パ
で
は
な
い
の
で
写
真
撮

影
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
（
笑
）
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（左から）

　やまざき　あ い りさん（５さい）

　やまざき　あ　　んさん（６さい）

　か と う　よしかずくん（６さい）

　こ が わ　じ ゅ のさん（６さい）

　おおかわ　と も おくん（６さい）

　お　　の　み く るさん（５さい）

銀杏保育園のなかよしたち

恐やったぁ～　　　　　　
なつまつりだ」

「やったぁ～　　　　　　
なつまつりだ」

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介していきます。

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

８月号
No.137

＊
寄
附
者
の
紹
介
＊（
７
月
22
日
ま
で
入
金
分
）

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附
を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
愛
知
県
名
古
屋
市
　
　
　
伊
　
藤
　
宣
　
明
　
様

〇
千
葉
県
柏
市
　
　
　
　
　
望
　
月
　
元
　
喜
　
様

〇
千
葉
県
柏
市
　
　
　
　
　
望
　
月
　
登
茂
子
　
様

〇
茨
城
県
つ
く
ば
市
　
　
　
笹
内
川
の
詩
　
様

〇
北
海
道
苫
小
牧
市
　
　
　
中
　
村
　
　
　
衞
　
様

〇
群
馬
県
上
野
村
　
　
　
　
小
　
池
　
銀
　
太
　
様

〇
新
潟
県
新
潟
市
　
　
　
　
中
　
島
　
　
　
忍
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★このコーナーでは、１歳を迎えたチビッコ達をご紹介します★

（　　　）
齊藤　優衣ちゃん
　父　　優　さん　　　　
　母　はるみさん　相野山

ゆ い

（　　　）
川口　結夢ちゃん
　父　洋　平さん　　　　
　母　友　美さん　岩崎中

ゆ め

（　　　）
櫻庭　悠真ちゃん
　父　林　都さん　　　　　
　母　愛　美さん　北金３区

しんゆう

こんなに

元気です！


